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開館時間：午前１０時～午後６時（ただし毎週金曜日は午後 7 時まで開館）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間（９/ ９〜９／１９）
問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１
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４月２７日から５月６日のGW中は，
４月２９日と５月３日，４日，6日が
休館となります。

GW中のお休みについて

開館当時のくりの図書館

現在のくりの図書館

蔵書数も１２万点ほどに増えました！！
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季節の絵本や紙しばいをみんなで楽しみましょう。

　子どもたちにもっと本を，もっと本を読む場所を
との願いから，「こどもの読書週間」は１９５９年（昭
和３４年）に誕生しました。
　幼少のときから書物に親しみ，読書の喜びや楽し
みを知り，ものごとを正しく判断する力をつけてお
くことが，子どもたちにとってどんなに大切なこと
か…。
　子どもに読書を勧めるだけでなく，大人にとって
も子どもの読書の大切さを考えるとき，それが「こ
どもの読書週間」です。

（読書推進運動協議会ＨＰより抜粋）
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教諭

午後2時〜

午後2時～午後4時30分

PlayMountain POP UP shop
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平成３１年度から国民健康保険税の税率等が変わります！
　これまで，市町村単位で行っていた国民健康保険の運営が，鹿児島県との共同運営とな
り，財政運営の責任主体が，鹿児島県となっています。新たに導入された国保事業費納付
金制度 ( 市町村が鹿児島県に納付）において，その納付金を支払うための保険税収入を確
保するため税率改正を行うものです。
　湧水町国民健康保険では，国民健康保険税や交付金等からなる国民健康保険特別会計だ
けでは財源を確保できず，町民税などからなる一般会計より赤字分の補てんをしています。
これは，見方を変えると国民健康保険に直接関係のない町民の方々にも負担していただい
ていることになります。
　このようなことから，国民健康保険財政の健全で安定した運営を図るため，鹿児島県国
民健康保険運営方針に基づき平成３１年度から保険税率等の改正を行うことになりました。
　国民健康保険財政の厳しい状況をご理解いただき，加入者の皆さんが安心して医療を受けられるよう，
ご協力をお願いいたします。また，町で実施します特定健診の受診もお願いいたします。　

　国民健康保険税は，加入者１人ひとりの前年所得に応じて計算され，世帯で合算して，世帯主（納
税義務者）に賦課されます。主に加入者の方が病気やケガをした際の医療費に充てられます。

●医療分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。
区　分 平成３０年度(改正前) 平成３１年度(改正後)

所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円を
　控除した額の 　　７．３％ ７．５%

資 産 割 額 世帯に属する被保険者の固定資産税額の ３４％ 廃止

均 等 割 額 ②加入者１人あたり １９，６００円 ３０，６００円

平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ２０，０００円 ２１，３００円

賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 ５８万円 ６１万円
●後期高齢者支援金等分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。

区　分 平成３０年度(改正前) 平成３１年度(改正後)

所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円を
　控除した額の 　２．２％ ２．６%

資 産 割 額 世帯に属する被保険者の固定資産税額の １０％ 廃止

均 等 割 額 ②加入者１人あたり ５，９００円 １０，５００円

平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ６，１００円 ７，４００円

賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 １９万円 １９万円
●介護分　①～③の合計で，４０歳から６５歳未満の国保加入者に課税されます。

区　分 平成３０年度(改正前) 平成３１年度(改正後)

所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円を
　控除した額の １．４％ ２．２%

資 産 割 額 世帯に属する被保険者の固定資産税額の ５．５％ 廃止

均 等 割 額 ②加入者１人あたり ６，６００円 １１，６００円

平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ４，９００円 ５，７００円

賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 　　１６万円 １６万円
※記載されている金額は，全て１年間の保険税額（年税額）です。
　年度途中での加入や脱退の場合は月割で調整されます。

〔 　 　 〕

問合せ先 栗野庁舎　住民税務課　℡　７４－３１１１（内線２１４１）
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問合せ先 湧水町教育委員会　教育総務課　℡　７５－２１４２（内線３２０６）

就学援助制度のお知らせ

１　援助を受けることができる方
　就学援助費は，湧水町に住所があり，町内の小中学校に在学する児童生徒の保護者のうち，次のい
ずれかに該当する方

　　⑴　生活保護受給世帯
　　⑵　生活保護が停止または廃止となった世帯
　　⑶　町民税非課税世帯
　　⑷　児童扶養手当受給世帯で町民税所得割非課税世帯

２　援助の種類と支給額（年額）
区　　　分 内　　　容 小　学　校 中　学　校

学用品費 体操服・文房具等 11,420円 22,320円

通学用品費（２学年以上） 傘・雨具等 2,230円 2,230円

新入学児童生徒学用品費
（１学年対象）

新入学児童生徒が通常必要とする学
用品及び通学用品 　40,600円 47,400円

校外活動費
（宿泊を伴わない）

校外活動に要した経費 1,570円 2,270円

修学旅行費 修学旅行に要した経費　※上限額あり 実費の２分の1 実費の２分の1

学校給食費 認定日以降の給食費 実費の10分の8 実費の10分の8

医療費
（教育委員会が発行する医療券
で支払います。）

学校保健法で規定する特定の疾病
(う歯・中耳炎等) 実　費 実　費

※途中申請の場合は，認定になってからの支給となりますので月割額での支給や該当にならない場合
もあります。

※生活保護を受けている方は，修学旅行費，医療費のみの支給となり，その他の費目は生活保護費か
ら支給されます。なお，申請の手続き等の必要はありません。

３　申請手続き
　申請書は４月に各小中学校より各家庭へ配布されますのでご確認ください。なお，家庭状況の変化
などの理由により年度途中でも申請ができます。

４　その他
　小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対して，世帯の所得に応じて学用品費や学
校給食費などの「特別支援教育就学奨励費」の支給を行っています。なお，申請手続きについては教
育委員会教育総務課より別途お知らせいたします。
※　就学援助と特別支援教育就学奨励費は就学援助が優先されます。

　湧水町では，町内の小中学校に在学する児童生徒の保護者に対して，必要な就学援助（学用品
費や給食費等）を行う制度を設けています。
　援助を受けるためには毎年度申請を行い，教育委員会の認定を受ける必要がありますので以下
の説明をご覧いただき，手続きを行ってください。
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ようこそ　湧水町へ！
よろしくお願いします。

平成３１年４月１日付けで町内の小・中学校に配属された教職員の方々を紹介します。
（昨年度に引き続き，同じ学校に勤務される期限付職員等は除いてあります。）
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14
日
（
木
）
に
町
自
衛
隊
家

族
会
と
町
自
衛
隊
協
力
会
の
主
催
に

よ
る
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
が
吉
松

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
本
町
か
ら
二
名
合
格
し
、

幸
田
地
区
の
竹た

け
し
た下
義よ
し
と人
さ
ん
が
陸
上

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
に
入
隊
さ
れ
、

中
津
川
地
区
の
高た

か
は
し橋
大だ
い
さ
く作
さ
ん
が
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
に
入
学
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
橋
大
作
さ
ん
は
３
月
25
日
に
合

格
発
表
さ
れ
た
た
め
、
壮
行
会
に
は

出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
竹
下

義
人
さ
ん
が
壮
行
会
で
「
私
も
自
衛

隊
に
入
り
、
国
や
地
域
の
た
め
に
汗

を
流
し
、
喜
ば
れ
る
よ
う
な
仕
事
が

し
た
い
。」
と
、
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
お
二
人
は
、
厳
し
い
訓

練
・
就
学
期
間
を
経
て
、
自
衛
官
と

し
て
の
資
質
を
培
っ
て
い
か
れ
ま
す
。

　

日
本
の
防
衛
を
担
う
一
員
と
し
て
、

先
輩
方
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
仲
間

と
共
に
助
け
合
い
、
一
人
前
の
自
衛
官

に
な
れ
る
よ
う
自
己
研
鑽
に
努
め
て
、

将
来
、
国
防
及
び
国
際
平
和
の
た
め
、

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

▲壮行会集合写真（中央：竹下義人さん）▲高橋大作さん



職
員
異
動
表

【
退
職
】
平
成
31
年
3
月
31
日
付

川
原　

義
昭
（
地
域
総
務
課
）

雪
松　

和
幸
（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

【
異
動
】
平
成
31
年
4
月
１
日
付

【
総
務
課
】

総
務
課
参
事

　
　
　
　

福
吉　

康
祐	

　

（
企
画
課
）

総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長

　
　
　
　

髙
城　

章　
　
　

（
総
務
課
）

主
幹
兼
住
宅
係
長

　
　
　
　

宮
田　

宏
紀
（
保
健
衛
生
課
）

行
政
係
長
併
文
書
広
報
係
長

　
　
　
　

廣
瀬　

孝
尚　
　

（
総
務
課
）

主
査　
　

牧
野　

真
人　
　

（
総
務
課
）

主
査
（
鹿
児
島
県
総
務
部
市
町
村
課
派

遣
）　
　
　
　
　

　
　
　
　

園
田　

剛
正　
　

（
税
務
課
）

主
査　
　

吉
田　

和
希
（
商
工
観
光
課
）

主
任　
　

中
村　

弥
生　
　

（
総
務
課
）

主
事　
　

徳
永　

博
元　
　

（
農
林
課
）

【
企
画
財
政
課
】

企
画
財
政
課
長

　
　
　
　

藤
垣　

勇
治　
　

（
財
政
課
）

企
画
財
政
課
長
補
佐

　
　
　
　

宮
園　

俊
二
郎　

（
財
政
課
）

企
画
財
政
課
長
補
佐

　
　
　
　

宮
田　

慎
二　
　

（
企
画
課
）

財
政
係
長　

大
山　

長
祐　

（
財
政
課
）

電
算
管
財
係
長
兼
総
務
課

　
　
　
　

深
草　

誠
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

企
画
係
長　

菱
刈　

直
樹　

（
企
画
課
）

主
査　
　

本
田　

瞳　
　
　

（
税
務
課
）

主
査　
　

宇
都　

征
史
郎　

（
財
政
課
）

主
任　
　

東
中
尾　

妃
呂
絵

（
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
）

【
住
民
税
務
課
】

住
民
税
務
課
長

　
　
　
　

橋
口　

博
己　
　

（
税
務
課
）

住
民
税
務
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産
税
係
長

　
　
　
　

竹
嵜　

博
輝　
　

（
税
務
課
）

住
民
税
務
課
長
補
佐

　
　
　
　

竹
中　

良
一
（
保
健
衛
生
課
）

住
民
税
務
課
長
補
佐

（
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組
合
派
遣
）

　
　
　
　

前
田　

一
志
（
保
健
衛
生
課
）

主
幹
兼
管
理
収
納
係
長

　
　
　
　

迫
間　

裕
二　
　

（
税
務
課
）

主
幹
兼
戸
籍
係
長

　
　
　
　

新
屋　

英
樹　
　

（
住
民
課
）

主
幹
兼
環
境
衛
生
係
長

　
　
　
　

久
木
元　

茂
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
地
域
総
務
課
）

主
幹
兼
住
民
税
務
係
長

　
　
　
　

川
野　

朝
美

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

国
保
住
民
税
係
長

　
　
　
　

亀
田　

明
子　
　

（
税
務
課
）

年
金
係
長

　
　
　
　

上
村　

真
美
子　

（
住
民
課
）

主
幹　
　

野
元　

直
子

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
査　
　

野
本　

正
仁　
　

（
税
務
課
）

主
査　
　

竹
ノ
上　

篤
史　

（
税
務
課
）

主
事
補　

金
丸　

裕
宇　
　

（
住
民
課
）

主
事
補　

藤
井　

李
奈　
　

（
税
務
課
）

【
長
寿
福
祉
課
】

長
寿
福
祉
課
長

　
　
　
　

三
堂　

誠
一
郎
（
商
工
観
光
課
）

長
寿
福
祉
課
参
事

　
　
　
　

宮
田　

幸
雄　
　

（
会
計
課
）

長
寿
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長

　
　
　
　

田
底　

一
昭　
　

（
福
祉
課
）

長
寿
福
祉
課
長
補
佐

　
　
　
　

岩
下　

陽
一　
　

（
福
祉
課
）

長
寿
福
祉
課
長
補
佐
兼
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
兼
包
括
支
援
係
長

　
　
　
　

境
田　

光
明

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

長
寿
福
祉
課
長
補
佐
兼
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
吉
松
分
室
長
兼
長
寿
福
祉
係
長

　
　
　
　

東　

勝
敏　

（
地
域
総
務
課
）

主
幹
兼
障
害
者
福
祉
係
長

　
　
　
　

富
田　

光
江
（
地
域
総
務
課
）

介
護
保
険
係
長

　
　
　
　

坂
口　

愛
子　
　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

髙
木　

尚
佳　
　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

田
上　

い
づ
み　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

竹
ノ
上　

千
賀
子
（
福
祉
課
）

主
査　
　

木
場　

直
美　
　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

野
口　

真
由
美（
地
域
総
務
課
）

主
任　
　

磨
井　

康
博
（
地
域
総
務
課
）

主
任　
　

永
野　

友
紀　
　

（
福
祉
課
）

【
健
康
増
進
課
】

健
康
増
進
課
長

　
　
　
　

中
山　

義
幸
（
保
健
衛
生
課
）

健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
総
合
交
流
施
設
長

　
　
　
　

寺
師　

弘
祐
（
地
域
総
務
課
）

健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健
や
か
推
進
室
長

兼
健
や
か
推
進
係
長

　
　
　
　

堀
之
内　

く
る
み
（
福
祉
課
）

健
康
増
進
課
長
補
佐

　
　
　
　

田
底　

博
之　
　

（
住
民
課
）

主
幹
兼
母
子
保
健
係
長

　
　
　
　

藤
崎　

上
子
（
保
健
衛
生
課
）

主
幹
兼
健
康
保
険
係
長

　
　
　
　

本
村　

初
美
（
保
健
衛
生
課
）

主
幹
兼
子
育
て
支
援
係
長

　
　
　
　

桐
野　

博
文　
　

（
福
祉
課
）

主
幹　
　

竹
中　

の
ぶ
よ　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

野
々
下　

理
香
（
保
健
衛
生
課
）

主
査　
　

田
底　

福
代
（
保
健
衛
生
課
）

主
査　
　

深
瀬　

奈
理
子　

（
福
祉
課
）

主
査　
　

亀
澤　

大
樹
（
保
健
衛
生
課
）

主
任　
　

肱
岡　

直
樹　
　

（
住
民
課
）

【
産
業
振
興
課
】

産
業
振
興
課
長

　
　
　
　

濵
﨑　

浩
臣　
　

（
農
林
課
）

産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長

　
　
　
　

福
寿　

裕
臣
（
商
工
観
光
課
）
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産
業
振
興
課
長
補
佐

　
　
　
　

寺
園　

浩
二　
　

（
農
林
課
）

産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
林
産
振
興
係
長

　
　
　
　

亀
澤　

武
志　
　

（
農
林
課
）

産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長

　
　
　
　

二
渡　

義
郎

　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

監
理
官　

藤
垣　

喜
広　
　

（
企
画
課
）

主
幹
兼
産
業
振
興
係
長

　
　
　
　

勝
元　

政
人

　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

ア
ー
ト
の
森
係
長

　
　
　
　

植
林　

能
央
（
商
工
観
光
課
）

農
政
係
長

　
　
　
　

永
山　

智
彦　
　

（
農
林
課
）

農
村
振
興
係
長

　
　
　
　

荒
川　

恵

　
　
　
　
　
　

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

主
査　
　

田
原　

芳
人　
　

（
農
林
課
）

主
査　
　

橋
元　

大
作　
　

（
総
務
課
）

主
事　
　

赤
坂　

卓
馬
（
商
工
観
光
課
）

主
事
補　

庄
屋　

佑
大
（
保
健
衛
生
課
）

主
事
補　

上
新
原　

玲
旺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
商
工
観
光
課
）

【
地
域
総
務
課
】

吉
松
支
所
長
兼
地
域
総
務
課
長

　
　
　
　

中
原　

竜
二　
　

（
住
民
課
）

地
域
総
務
係
長
兼
住
民
福
祉
課
吉
松
庁
舎

駐
在
兼
健
康
増
進
課
吉
松
庁
舎
駐
在
兼
会

計
課
吉
松
庁
舎
駐
在

　
　
　
　

富
安　

勝
治
（
地
域
総
務
課
）

主
事
兼
住
民
税
務
課
吉
松
庁
舎
駐
在
兼
健

康
増
進
課
吉
松
庁
舎
駐
在
兼
会
計
課
吉
松

庁
舎
駐
在

　
　
　
　

牧
野
田　

大
騎
（
地
域
総
務
課
）

【
建
設
課
】

建
設
課
長
補
佐

　
　
　
　

深
野　

慎
二

　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

治
山
林
道
係
長
兼
道
路
維
持
係
長
兼
産
業

振
興
課

　
　
　
　

徳
永　

徹
郎　
　

（
農
林
課
）

庶
務
登
記
係
長

　
　
　
　

赤
坂　

保
紀　
　

（
建
設
課
）

公
共
土
木
係
長

　
　
　
　

山
﨑　

英
俊　
　

（
建
設
課
）

農
村
整
備
係
長

　
　
　
　

西
元　

弾　
　
　

（
住
民
課
）

主
任　
　

宗
方　

宏
明

　
　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
兼
吉
松
駅
周

辺
開
発
室
長
兼
工
務
補
償
係
長

　
　
　
　

森
山　

誠　
　
　

（
建
設
課
）

【
会
計
課
】

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　

大
薄　

慎
一　
　

（
福
祉
課
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

管
理
調
整
係
長

　
　
　
　

川
口　

真
一　
　

（
福
祉
課
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

　
　
　
　

新
屋　

英
樹

【
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
】

書
記　
　

若
松　

紀
恵　
　

（
企
画
課
）

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
】

教
育
総
務
課
長

　
　
　
　

竹
中　

浩

　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

教
育
総
務
課
長
補
佐

　
　
　
　

水
窪　

幸
樹　
　

（
総
務
課
）

主
幹
兼
教
育
総
務
係
長

　
　
　
　

亀
田　

尚
宏

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
幹
兼
教
育
施
設
係
長

　
　
　
　

山
口　

博
仁

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

学
校
教
育
係
長

　
　
　
　

鶴
永　

哲
也
（
地
域
総
務
課
）

学
校
給
食
係
長

　
　
　
　

岩
下　

浩
也

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
幹
兼
指
導
主
事

　
　
　
　

田
代　

宗
輔

　
　
　
　

（
鹿
児
島
市
立
田
上
小
学
校
）

主
幹　
　

水
元　

ひ
ろ
み

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
幹
兼
吉
松
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　

佐
土
原　

ミ
カ

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
管
理
課
）

主
任　
　

山
門　

芳
貴　
　

（
農
林
課
）

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】

生
涯
学
習
課
長
兼
く
り
の
図
書
館
長

　
　
　
　

田
底　

敏
郎

（
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
奉
仕
係
長

　
　
　
　

川
島　

洋
隆

（
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

主
査　
　

立
野　

梨
絵
（
保
健
衛
生
課
）

主
任　
　

松
下　

あ
ゆ
み

（
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

主
事　
　

園
田　

晃
之
介

（
教
育
委
員
会
く
り
の
図
書
館
事
務
局
）

【
再
任
用
】

【
産
業
振
興
課
】

主
任　
　

川
原　

義
昭

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

主
任　
　

比
良　

政
志

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
】

吉
松
幼
稚
園
副
園
長

　
　
　
　

田
中　

律
子

【
新
規
採
用
】

産
業
振
興
課　

主
査　
　

重
田　

隆
治

長
寿
福
祉
課　

主
任　
　

石
坂　

亮
介

住
民
税
務
課　

主
事
補　

加
藤　

歩
夢

産
業
振
興
課　

主
事
補　

森
田　

あ
か
り

産
業
振
興
課　

主
事
補　

池
田　

弦
士
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買 い 物 は 町 内 の お 店 で

路傍の花　「大紫羅欄花」
オオアラセイトウ（老竹地区）

交通ルールを守りましょう
横川警察署管内の
死亡事故０

ゼロ
は

4月 10日現在　1,772 日です。

まちのひろば
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
】

　
　

小
坂　

哲
夫
さ
ん　
（
四
ッ
枝
後
）

　

文
化
財
保
護
に
対
し
て
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
化
財
の
保
護
と

活
用
の
た
め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【問合せ先】　栗野庁舎　総務課　文書広報係　
☎ 74-3111（内線 2212）　  somu@town.yusui.kagoshima.jp

このひろばでは，町内の取り上げてほしい記事，写真等，広報紙の感想，町民の皆さまの多くの募集を
お待ちしております。必要事項を記入の上，以下のメールアドレスへご応募ください。
　●住所，お名前，連絡先　　●情報の概要や投稿した写真の説明等

わげぇのむぜこ

鹿児島県の最低賃金
使用者も，労働者も，必ず確認，最低賃金！

時間額：761円（平成30年10月～適用中）

適用範囲：鹿児島県内のすべての労働者及び使用者に
　　　　　適用されます。

　 【問合せ先】
最低賃金テレフォンサービス　℡ 099-223-8881

山
やました

下愛
いと

叶
は

ちゃん〔中郡前〕
父 雄大さん・母 愛菜さん

（両親から）これからたくさん愛情を
注ぐので覚悟しててね（笑）

内
う ち ぼ り

堀心
こ こ

葉
は

ちゃん〔新替団地〕
父 佑哉さん・母 さくらさん

（両親から）元気にすくすく育って
ね！目指すは世界チャンピオン笑

永
ながよし

吉花
は

菜
な

ちゃん〔新替団地〕
父 優太さん・母 香さん

（両親から）生まれてきてくれてあり
がとう。元気にすくすく育ってね。
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5 月３日（金）
　春田医院　　　　　　76-0053
５月４日（土）
　伊東内科クリニック　72-9088
　タイガー薬局　　　　64-6700
５月５日（日）及び６日（月）
　林内科医院　　　　　75-2047
　ピアノ薬局　　　　　75-4526

5 月 12 日（日）
　大庭医院　　　　　　76-1984
　寺脇薬局　　　　　　76-2008
５月 19 日（日）
　田代医院　　　　　　74-2075
　アクア薬局　　　　　74-1078
５月 26 日（日）
　林内科　　　　　　　72-1818
　サン調剤薬局　　　　72-1800

※都合により変更になる場合がありますので，ご連絡の上，受診してください。

日曜・祝日在宅医（薬局）（５月）

３
月
２
日
（
土
）

・
く
り
の
郷
大
正
琴
合
同
演
奏

会
３
月
２
日
（
土
）
～
４
日
（
月
）

・
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

３
月
５
日
（
火
）

・
町
吉
松
土
地
改
良
区
総
代
会

・
栗
野
中
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
部
全

国
大
会
出
場
報
告
会

３
月
７
日
（
木
）

・定
例
議
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

３
月
８
日
（
金
）

・定
例
議
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

・
議
員
全
員
協
議
会

・
町
内
医
師
会
と
の
打
合
せ
会

３
月
10
日
（
日
）

・
長
谷
地
区
決
算
総
会

３
月
11
日
（
月
）

・
町
栗
野
土
地
改
良
区
総
代
会

３
月
12
日
（
火
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

・
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

３
月
13
日
（
水
）

・
吉
松
中
学
校
卒
業
式

・
川
内
川
河
川
事
務
所
と
の
意

見
交
換
会

３
月
14
日
（
木
）

・
え
び
の
駐
屯
地
業
務
隊
長
来

庁
対
応

・
自
衛
隊
入
隊
壮
行
会

３
月
15
日
（
金
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
区
長
会

・
区
長
会
交
流
会

３
月
18
日
（
月
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
災
害
協
定
調

印
式

３
月
19
日
（
火
）

・
定
例
議
会
最
終
本
会
議

３
月
20
日
（
水
）

・
吉
松
幼
稚
園
卒
園
式

・
国
体
町
常
任
委
員
会

３
月
22
日
（
金
）

・
幸
田
小
学
校
卒
業
式

・
県
文
化
振
興
財
団
理
事
会

・
町
消
防
団
幹
部
会

３
月
23
日
（
土
）

・
心
光
保
育
園
卒
園
式

・
北
方
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
竣
工
式

３
月
24
日
（
日
）

・
長
谷
長
寿
会
決
算
総
会

・
川
内
川
上
流
漁
業
協
同
組
合

通
常
総
会

３
月
25
日
（
月
）

・
町
春
季
畜
産
共
進
会

・
西
下
場
地
区
楽
老
ク
ラ
ブ
総
会

・
町
林
業
振
興
協
議
会

・
農
業
農
村
整
備
推
進
協
議
会

総
会

３
月
26
日
（
火
）

・
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会

・
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

３
月
27
日
（
水
）

・
町
空
家
等
対
策
協
議
会

・
町
地
域
公
共
交
通
会
議

・
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協
議

会
総
会

・
県
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会

定
例
総
会

３
月
30
日
（
土
）

・
老
竹
地
区
定
期
総
会

町
長
動
静
　
　
　(

３
月
１
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
（
保
護
者
）　　

 （
自
治
会
）

山や
ま
し
た下　

愛い
と

叶は　
　
　

雄
大　
　
　

中
郡
前

中ち
ゅ
う
ま
ん
馬　

妃ひ
よ
り咲　
　
　

誠　
　
　
　

支
区
外

後ご
あ
ん庵　

改か
い　
　
　
　

賢
二　
　
　

支
区
外

春は
る
ぞ
の園　

莉り

あ愛　
　
　

達
也　
　
　

松
本　
　
　

加か

じ

き
治
木　

心こ
は
る陽　
　

稔
昌　
　
　

町
（
平
成
31
年
3
月
届
出
分
）

（
平
成
31
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
31
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
31
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

大
迫
の
川
﨑
直
子
さ
ん
か
ら

（
野
下
幸
男
さ
ん
死
去
）

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性
部

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

野
下　

幸
男　
　
　
　
　

75　
　
　
　

大
迫

榎　
　

ア
サ
子　
　
　
　

95　
　
　
　

二
渡

平
原　

隆　
　
　
　
　
　

89　
　
　
　

停
一

中
水　

正
美　
　
　
　
　

85　
　
　
　

竹
中

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  9,301人（ー 72人, ー 203人）

  男      4,342人（ー 40人, ー  86人）

  女      4,959人（ー 32人, ー 117人）

世帯数  4,797戸（ ±  0戸, ー 29戸）

　転入　　 52人
　転出　  124人
　出生　　   6人
　死亡　　   6人

平成31年３月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



日 月 火 水 木 金 土
4/14 4/15 4/16 4/17 4/18 4/19 4/20

開館記念おは
なし会
(10:30 ～ )
おはなしコーナー
開館１９周年記
念イベント

休館日
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00 ～ 17：15）

心配ごと相談
（9：00 ～ 12：00）
分別収集日

（北方・轟・幸田・
米永地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

分別収集
（川西地区）

4/21 4/22 4/23 4/24 4/25 4/26 4/27
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00 ～ 17：15）

分別収集日
（上場・老竹・長谷・
東中下場・西下場地
区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

休館日
（館内整理日）

心も体も元気教室
元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）

分別収集日
（川東地区）

分別収集日
（川西地区）

4/28 4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4
休館日 分別収集日

（北方・轟・幸田・
米永地区）

休館日
分別収集日

（川西地区）

休館日

5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11
こどもの日おは
なし会

（14：00 ～）
おはなしコーナー

休館日 母子健康手帳交付
（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00 ～ 17：15）
分別収集日

（北方・轟・幸田・
米永地区）

母子相談
（受付時間

14:00 〜 14:15）

心も体も元気教室
元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）

分別収集日
（川東地区）

5/12 5/13 5/14 5/15 5/16 5/17 5/18
休館日
母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
子育て相談

（13：00 ～ 17：15）
定例教育委員会

（吉松庁舎）
※ 傍聴可

（一部非公開）

分別収集日
（上場・老竹・長谷・
東中下場・西下場
地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

分別収集日
（川西地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…資源ごみ …粗大ごみ

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

く り の 図 書 館 コ ー ナ ー

開館時間 午前10時〜午後6時（金曜日のみ午後7時まで）
【休館日】毎週月曜日・第 4 木曜日，

祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温泉営業時間 午前 10 時～午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元旦

町民ホール
公民館学級活動作品展 2 部・防火ポスター 4月3日（水）～ 4月15日（月）
公民館学級活動紹介パネル展 4月17日（水）～ 5月8日（水）

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保 栗保

栗保

栗保

栗保

吉保

吉保

資源ゴミ

資源ゴミ資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

資源ゴミ

粗大ゴミ

粗大ゴミ

粗大ゴミ


